
京都市委託事業

難病患者医療講演・相談会

『重症筋無力症』
～重症筋無力症治療の進歩～

2025年６月８日（日）13：30～16：30

ハートピ京都 ４階第５会議室



京都市委託事業

難病患者医療講演・相談会
講演内容 『重症筋無力症』

～重症筋無力症診療の進歩～

日時 ２０２５年 ９月 ７日（日） １３：３０～１６：３０ （受付 １３：００～）

講師 京都府立医科大学大学院医学研究科
脳神経内科学

脳卒中神経疾患治療学講座 助教 小島 雄太先生

交流会 講演終了後 １４：４０～１６：３０

個別相談 講演終了後 １４：４０～１６：３０ （要予約５名）

定員 ３０名 要予約 申込受付は8月18日（月）10：00～

各種感染症等拡大防止のため、定員を設けております。
参加ご希望の方は、必ず京都難病連へ電話でお申し込みください。
疾病を抱える患者さんの集まりです。マスクの着用をお願いいたします。

会場 ハートピア京都 ４階 第５会議室
京都府立総合社会福祉会館

〒604-0874
京都市中京区竹屋町通烏丸東入る清水町375番地

TEL 075-222-1777 / FAX 075-222-1778



難病患者医療講演
『重症筋無力症』

～重症筋無力症治療の進歩～

 京都府立医科大学大学院医学研究科

 脳神経内科学

 脳卒中神経疾患治療学講座

 助教 小島 雄太先生

患者会より開催の挨拶
13：30～



この病名を見ると “重症”という言葉がついてます。
これだけ見ると命にかかわる病気なのかというところが気になってしまうかと思いますが、

『現在は治療の進歩があり多くの方が日常生活の支障のないレベルまで
改善する病気になっている』と言えます。

 講師

難病患者医療講演 13：34～



難病患者医療講演



難病患者医療講演

重症筋無力症の診療ガイドライン
A. 症状
B. 病原性⾃⼰抗体 ・・・・有るか無いかが重要！
C. 神経筋接合部障害
D. ⽀持的診断所⾒
E. 判定



難病患者医療講演

目指すところは、
『完全寛解』ではなく『軽微症状』



難病患者医療講演



難病患者医療講演 ～14：30

質疑応答：14：30～14：45



難病患者・家族交流会 14：50～15：30
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